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発刊にあたって

:本書は，原の辻遺跡特定調査事業に伴って実施した，平成l3年度の原の辻遺罫発掘

謁査報告書です。

原の辻遺跡は， r委主志{委人{云jに登場する， r 一支国j の仁王者~J として特定されて

いる遺跡です。『毒患志径人伝jに登場する毘々の中で唯ーその所在地が蒋定されてい

るのが原の辻遺跡です。その重受性が認められ，平成 9年 9月に屈の史跡指定歩さら

に平成12年11月には特別史跡の指定を受けました。弥生時代の集落遺跡としては静岡

県登呂遺跡・佐賀県吉野ヶ里遺跡に次いで全国で 3番目ということで，弥生時代を解

明していくうえで稀右な遺跡として高く評髄された結果であると思います。

平成10年度から平成12年度に実施された特定調査は遺跡の北西低地部を中心に行わ

れ，弥生時代前期末の溝，弥生時代中期の環濠や弥生時代後期の濠， I日河道などが確

認され，北西低地部の状況を明らかにすることができました。

今年度は南西低地部の調査を行い，台地を取り巻く環濠を 3条確認するとともに，

f人語石jや「三耳付三韓系瓦質土器jなど貴重な遺物も発晃しました。

今回の調査成果を学討す的な資料として活用し，また文化財の保護のために役立てて

いただければ幸いです。

平成14年3月31日

長崎県教育委員会教育長 木村道夫
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上地理的・歴史的環境

上地理的環境

壱i技は，玄界濯に浮かぶ東茜約15km，南北約17km，面積約140ぱの島で、ある。全体が低平で、起択が

少なく，最も諜高の高い岳ノ辻でもわずかに212mを測るにすぎない。壱蚊島の基盤屠は，古第三紀

に形成された泥岩・砂岩からなる勝本層群で，その上に新第三紀~第自紀にかけて形成された壱岐層

群・芦辺層群・郷ノ j高層群と呼ばれる玄武岩が額次堆積し，島全体を覆っている(第 1留んこれら

の玄武岩は，縄文時代から弥生時代にかけての礎石器や石棺材のほか，巨石墳と称される古噴時代の

巨大な横穴式石室の石室材などに利用されている。また，黒曜石の産地も 4ヶ月号知られており， IB石

器時代以降の剥片石器の素材として頻繁に利用されている。

壱岐の河JIl(ま， 1正平な地形のため流域も広く，島内東半部を中心に広大な平野が発達している。島

内最大の河)!jである~齢制 11 は流路延長8953mで，この)11によって形成された深江田原と呼ばれる沖積

平野は県内第 21.立の広さを持つ。沿岸部は窟出した海:岸殺が展開し，北岸と南岸には大規模な海蝕、崖

が発達している。また，酉海岸は濡れ谷による出入りの激しい海岸耀になるが，東海岸の海岸議は単

調で海岸砂丘が形成されている。

気候は，対馬媛;予定の影響で全間的にみると概ね議援な海洋性気候である O しかし，同じ長崎県-に窮

する長時市や佐世保市と比較すると，年間を通して気j誌は短い。氷点下にをることは少なくア降雪や
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嶺雪もまれである C 降水量は 6~7 月の梅雨期と 9 月の台風，秋雨時期に多い。 年間降水量は県!な県

本土に比べると少ないc

原の辻遺跡は，岳ノ辻からlf長生する郷ノ浦腎群の玄武岩台地とを中心に畏関しており播鉾111によっ

て形成された沖積平野に面して，約1∞haの広がりを持つ。

2担摩鹿的環境

壱UI支島における入類の足跡は，後期i日石器時代まで溜ることができる。壱岐島内においては，罷の

辻遺跡をはじめ，輿触遺跡・カラカミ遺監事・毘榔遺跡などで，ナイフ形石器・台形石器ー槍先形尖頭

器・細石刃核なとマが出土している c 発掘諦査による出土開は多くないものの，いずれも後期間石器時

代のうちでも蛤良丹沢火山灰 (AT) 降灰以降の石器群として位置づけられる O こiれlらの石器群のヰ

でで、も，特に台形石器は， AT降灰直後の石器組成の重要な器種として[涼の辻型台形石器jと称され

ている。また，朝鮮半島とのつながりが指摘されている剥片尖頭器も出土しており，対外交流の歴史

がこの時期に姑まることを物語っている。なお，原の辻遺跡では絶滅動物であるナウマンゾウの臼歯

が数例出土している o 1日石器との共伴は現在のところ確認されていないが，絶滅した動物化石とそれ

を狩猟した人工遺物が共伴した例は，長野県野尻調遺跡や岩手草花泉遺跡などがあるにすぎず，今後

の諦査の進展によってこれらの例に加わる可能性は大いにある C

縄文時代には，沿岸部での遺跡立地が自立ってくる。特に，沿岸部でも満潮時には海中に没するi朝

間帯付近に立地する場合が多く，壱岐における縄文時代の遺跡立地の大きを特設である。従来，縄文

時代の遺勤:分布は島の蕗半苦[;~こ編る傾向があったが，近年では石田町大久保遺跡をはじめ，束三宇部で

も縄文時代の遺跡が発見・調査され，徐々に内容が明らかになりつつある。縄文時代の遺跡が形成さ

れはじめるのは，縄文時代前期の轟B式からである。この時期は，今から約6，000年のいわゆる[縄

文海進j と呼ばれる海面仁昇期に桔当し，現在の海況ができ一上がった時期にあたる。したがって，壱

岐高内の縄文遺跡の形成と展開は，水域環境への適応を前提としたものであったことが誰挺される。

このことを示すように，鵠ノ j富町名切遺跡では，鋸詣話先や石蕗等の漁捺具が出土しており，タト海へ

の麓極的な働きかけがうかがえる。一方で，同遺跡、で発見されたドングリピットと呼ばれる堅果類の

貯議施設の存在は，海産・陸産の資源を網羅的に活串して，安定した生活を営もうとした意留を反映

したものであろう。なお，朝鮮半島とのつながりを示す資料としては，藤本町松崎遺罫において，朝

鮮半島南岸地域の鵠呂文土器が採集されており.海を越えでの交流が縄文時代にも行なわれていたこ

とがうかがえる(木村1997)。

弥生時代になると，壱岐島内の遺跡数が急激に増加するつ分布は島内全域に及ぶが，これらの遺跡

はいくつかのグループに分けることが可誌である(第 2密入試末純 A 氏によれば，壱岐島内の弥生

時代遺跡;之原の辻遺跡を中心とする漆江印通寺周辺(轄鉾J1nご流域)の遺跡群 (A群入車出遺跡

を中心とする郷ノ浦抑留触居辺(橋鉾JII上流域)の遺跡群 (B群) カラカミ遺跡を中心とするj鯨伏

扇辺(刈田院J11上流)の遺跡群 (C群)に分けられるが(武末1983)，このほかにも，錦鉾の理納で

知られる天夕涼遺跡をはじめ丸尾遺跡など，内容については不明な点が多いものの，島北部の遺勝群。

もD類としてまとめられそうである。 A群の涼の辻遺跡， c群のカラカミ遺蕗については，弥生詩代
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前期後葉に遺跡の形成が進み，中期から議期にかけて環譲の掘削をおこない，古墳時代前期まで存続

するもののその後急激に衰退しており，遺跡、の消長がほぼ一一致する。 B群の車出遺跡からは中期から

議期の資料が出土しており， A群・ C詳の遺跡Jと比較すると A 時期遺跡の形成が遅れる。これについ

ては，時じ!撞鉾J117k系の患の辻遺跡からの集団分岐によって，遺訴の形成が詰まった可能性が指摘さ

れており(宮崎2002)，集落構造の解明と合わせて今後の検討課題である。これまでの発掘成果から

推定される各遺跡の規模は，カラカミ遺跡が5ha，主主出遺跡も数haであるのに対して， mt、の辻遺跡は

100haの広がりを持

ち， 一支国の中でも

中心的な集落として

位量づけられる。 出

土遺物のうち圧倒的

に多い弥生土器は，

北部九州の土器の変

選と全く A 致するが，

一方で無文土器や三

韓系瓦質土器‘業浪

系土器など朝鮮半島

系の土器が流入して

いる点が特筆される O

このことは，弥生時

代以前からみられた

朝鮮半島との交流が，

弥生時代にいたって

より活性化したこと

を物語る。朝鮮半島

系土器の流入と歩調

を合わせるように

各撞鉄製品や青鋸器

をはじめとする朝鮮

半島系・中国系の遺

物が各遺跡で出土し

ているc まさに，貌

志倭人伝が伝える

[南北市薙jの実体

を如実に反映してい

るといえるであろう。
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在確認されているだけで256基の古墳が存在する。この数は，長崎県全体の約半数に担当し，いかに

集中して壱較島内に古墳が築かれたかがうかがしミ知れる。寛保2年(1742)の『壱岐毘続風土記jに

はラ 338基の占墳の存在が知られており，実際にはより多くの古墳が存在していたことは確実である。

これらの古壊の特殺としては，(D大半が円墳であること，②分布が島中央部の国分地i互に集中する

こと，③築造時期が6世紀後半から 7世紀初頭に集中すること等があげられる(横U11990)0 ③につ

いては，現在確認できる最古の吉墳は 5世紀後半の芦辺軒大塚山古墳で、あるが，初期の古噴群が深江

田原を中心とする平野を中心に分布しており，断絶ははさむものの，原の辻遺跡の系譜につながる有

力集屈が被葬者である可能性が強い。一方で 6世紀後半には分存の中心が国分地域に移り，古墳の

密度や墳丘の規模，爵葬品の内容を比較しでも，それ以前の古墳とは大きな隔たりがある O また t童

形においても，笹塚古墳や鬼の窟古墳.1卦木古墳などの大型円墳のほか，双六吉壌や対馬壕古墳など

大型の前方議円墳が築かれるのもこの時期の大きな特殺である。これらの古墳には，共通して長大な

横穴式石室が伴っており，いずれの石室も玄室と援数の前室からなる護室構造で，平面プランや規模

においても共通する点が多い。副葬品では，笹塚古墳から金銅製の杏葉をはじめとする馬具や帯金具，

双六古墳から辻単鳳環頭大万柄頭、・圭頭大万柄頭・金銭製八窓鍔などの式器のほか，金鋸製鞍金具・

辻金呉などの馬具，空玉やトンボ玉などの装錨品が出土している。これらの副葬の入手にあたっては，

畿内の勢力との結びつきが不可欠であったと考えられ，実捺にカジヤパ古墳では畿内系の土師器も出

土している O 壱較における古墳の築造と爵葬品のあり方から辻，朝鮮半島に通じるルートとして，畿

内勢力によって壱較が重要視されていたことがうかがえる。一方で、，双六古墳からJ技庁羅土器も出土

しており，弥生時代と同様，朝鮮半島との結びつきも深かったようである。

古代には，古墳の集中していた国分地区に壱蚊鵠分寺が建立される。 r延喜式j~こよれば，壱ùま註

という豪族の氏寺を国分寺に転用したとの記述があり，また，考吉学的にも古墳の集中する冨分地亙

に国分寺が建立されたことは，その背景に古墳時代以降この地をおさめた地方豪族の影響が読みとれ

る。また，鶴分寺出土の軒丸瓦は平域宮と同誌であることが明らかになり，地方豪族を基盤として成

立しつつも，中央との結びつきの強さもうかがえる。この誌か，原の辻遺跡では古代の道路状遺講の

ほか，木第や初期貿易梅磁が出土し，近隣の椿遺跡、からも建物器の況か 7世紀議半から 8世紀代の

瓦・石苦が出土しており，壱岐の甫東部にも官簡や寺誌などの公的な施設が存在した可詑性が強い。

tJ、上のように，壱~支の歴史は，地勢的特性から朝鮮半島や中盟大睦との結びつきが A貫して存続す

るとともに，国内の勢力からも時代によって意味合いを変えつつ重要視されていたことがうかがえる O

[参考文献1
・唐木田芳文・早坂祥三・長谷義経編1992r日本の地費9 九ナi拍車1iJ共立出版

・木村幾多郎1997r交易のはじまりJr考古学による日本震史J10対外交渉 雄ILJI零

ー武末純一 '1983r壱岐・対馬Jr三世紀の考古学j下巻三世紀の日本列島 学生社

-宮崎貴夫2002r原の辻遺跡における震史的契機についてJr西海考古j第4

-横山)1援1990r壱岐の古代と考古学Jr海と列島文化j第3巻玄界離の島々 小学館
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II.調査の経籍

平成 5年震に実誌した露場整構事業に伴う緊急、発掘調査で台地東関部分で弥生時代中期から後期の

環譲3条の他，議々な遺構・遺物が薙認された。その結果とそれまでの調査結果を詰まえて原の辻遺

跡はi日石器5寺代から中世に至る複合遺跡で，中でも弥生時代前期末から古墳時代初頭にかけて形成さ

れた大規模多重環譲集落であることが切らかになった。また範囲確認調査により遺跡ヰ1央の台地を援

数の濠が取り囲んでいることもわかった。

平成6年度の調査は，遺構の北側一苦の緊急発掘謂査を実撞 L，環濠等の遺構を検出した。また，

台地頂上部の調査で大型の建物訴と思われる柱穴群や火を使った跡などが確認され，この場所に祭犠

場跡があったこともわかったG そしてその南鱒では弥生時代中期に掘られ弥生時代後半から古墳時代

初頭に埋没した濠2条を確認した。この濠は台地を取り関む環譲とは違い，環譲内部を区画する性格

のものと思われる。また，原の辻遺跡調査指導委員会において，これまでの調査結果に検討が加えら

れた結果，当該遺跡が[霊童志棲人伝J!宇の「・支国jの王都として特定されたc

平成8年度の調査では東アジアを含めても最古となる弥生時代中期の船着き場跡が検出された。台

地[l9f磁の船着場跡にはi播鉾JIIの支流が流れ込んで、いたと考えられタこの発見によって海と交易の拠点

として注弓を集めた。実際，出土遺物にも朝鮮半島系の土器や大陸裂の揺載遺物が多いこと，国内的

にも北部九ナ1'1にとどまらず顕戸内.Ul陰・近畿など多くの土器が搬入されている。この点でも，当時

の南北市の;様子が十分に侍える。

平成10年度からの特定調査事業試船着き場周辺の状況を明らかにすることを吾的に，遺跡の北西低

地部を中心に謂査を行った。その結果，弥生時代中期の環譲を台地下の北語f岳地部で初めて確認する

とともに，複雑に中継し合う弥生時代後期の濠も確認した。また平成立年震には，弥生時代中期蔀半

の環i豪2条が確認された。濠の出土遺物等から，弥生時代前期末に居住が始まったことは過去の調査

で明らかであるが，弥生時代中期前半，須玖 I式土器古段暗の時期に多重;環j豪が成立し遺跡の中央に

{立置する台地を中心に本接的な拠点集落として整錆されたことが鳴らかに会った。さらに，平成10年

震の調査で確認した弥生時代中期の譲も含めてこれらの環譲が!日河道の手前で止まり，台地西縁を流

れるIEli可道が天然の要害ーとして途切れた環濠を播完していたこともわかってきた。平成12年度の調査

では， 11年度に確認した芳、生時代後期の濠が，地とi可隷に途中で、止まり，北西f丘地書rsが譲が縦横に張

り巡らされている状況が明らかになった。このように 3年間の調査で北西低地部の操子はかなりの部

分が明らかになった。

そこで本年度は原の辻遺跡の中枢，祭議場跡の茜f軍部分，遺跡の南西f岳地部の状況を面的に明らか

にするために，昨年調査した農道に並行に1，100m
2

の調査区を設定し，乎成13年 5月14日から平成13

年10月3日の期間，長崎県教育委員会を主体に，涼の辻遺跡欝査事務所が担当して調査を行った。

また原の辻遺IEiJl;謂査事務所主鉢の国産捕拐事業の芦辺町域分辻本課査区の北館に650m2，さらに車、

の辻遺跡保存等協議会玉体の謂査はさらにその外留iに1，100m2
を設定した。
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白調 査

上 調査概要(第 4図，第5悶，第6国)

調査区は平成7年度の調査で祭儀場跡と見られる柱穴群が確認された台地頭上部から西に約100m

離れた，遺跡西側低地部(現水田面)の非農用地に，南北55m，東西20m，合計1，100m2を設定した。

調査区は，北部から北区 (300m")・中央区 (500m2)・南区 (300m
2
)とし，土層ベルトで区分してい

フ
そ:':>0

この調査区毘辺の調査は過去に幾度か行われ，弥生時代中期から古噴時代初頭の溝や濠， I日河道跡，

弥生時代中期から後期の掘立柱建物跡，弥生時A代中期から古墳時代の水田跡など確認されていたが，

広い所でも幅 5mの調査でその全容は不明瞭であった。

今年度の調査区内から過去の範囲確認調査のトレンチを北区で2箇所，南区で3箇所，合計5箇所

確認した。範囲確認、調査の結果，ここには 2条の濠が想定されていた。祭儀場という集落の中枢部か

らわずかしか離れていない場所だけに，幾重かの濠が掘られていることは容易に想像がつくが，その

形状・時期等については不明な点が多く，今回の調査である程度明らかにすることを呂的とした。ま

た今年度の苦言査匿の西側に約11m離れた昨年度の農道・県道調査では，南東から北西方向に伸び、る弥

生時代中期から古墳時代前期までの溝3条を確認していた。しかし，今回の謂査では，この溝に関連

する遺構を検出することはできなかった。

調査区は遺跡中央台地の西f&U裾部にあたり，穏やかに傾斜していた台地東側とよとべ，傾斜は比較的

急であったと思われる O しかし度重なる水田化により傾斜地は大きく部平を受けたようで，調査区の

東壁際は現在の耕作面から約20cmで、弥生時代の遺構を検出した。また中央区・南区の東側半分は遺構

の上面がかなり削平されていたが，北区は舌状の台地のくびれた部分に当たり，比較的龍平をうけて

いなかった。

中央区から南区では，西部に向かつて人為的な掘り込みがみられるとともに，その掘り込みに沿う

ような形で杭列を確認した。出土遺物の状況から近世以降の水田化によるものと思われる O

また中央区北西隅から北区にかけて自然な落ち込みも見られ，その中に大量の磯が投棄しである状

況が確認された。堆積した黒褐色の土層は他に比べて遺物が少なく，度墳時代の鍛造鉄斧が出土した。

また下の灰白色の地山層と註ざり合った状況も確認されたことから，古墳時代以降の水田化にあたっ

て，耕地を平らにするために落ち込み部分に擦を投げ込んだ、とも考えられる。また，この状況は特定

調査区の北側に設定した国庫補助事業調査区でも確認されている。

2.土層(第7菌，第8昂，第23図，第38図)

基本土層は若干の色の違いはあるものの，各区で共通し大きく 4層に分けられる O

-7-
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H善は表土，現在の水田面A にあたる。 2層;土問黄揚色土でラ近世の染付け掲磁器が出土しているので，

近世の水出頭の下回と思われる。 3a層.3 b層は中世の青践・白磁・須恵器が出土している O 特に

甫区の SD2の直仁の 3b層には大量の華震が投棄されていた。この層からは製作者銘の入った万子が

出ゴこした。また 3C . 3 d層からは痕恵器や鍛造鉄斧が出土しているが， 1車と比較すると出土遺物の

量が極端に少なくなることから，古墳時代の水田層と考えられる。 41言l土地lUで，南区では青灰色粘

・中央区では灰自色粘質土，北[えでは灰オリーブ色粘質土であったc この層を掘り込んで弥生時

代の遺構が確認された。

遺物の取り j二げ層{立と土層の関係は， S D 1は取り上げ層位 Iが第8国(最上国)の iに層位Eが

2 ・ 3 に層{立置が 4 ・ 5 に層位百が 6 に相当する。 SD2 は寂り上げ層位 I が第23密南r~南壁::t.層圏

の4に1-1亡が5に相当し，立層が8・E層が9に栢当する。 SD3は殺り上げ層{立 Iが第8函(最下

回)の 1~ 7に拐当 L，層位Eが8・9(こ，層f立Eが10・11に相当する o S D 4'土溝が浅かったため

の大きな変化は見られず，すべて I震で取り上げた。

3.遺構 e 遺物

.80-1 (第 6図，第 9邸宅第10図〉

中央区東舗で長さ約20m，最大幅2.8mを確認した。台地の張り出し部分に合わせたかのように北

東から南西万向にJ延びていた溝が南東方向に大きく出がっていく。耕作土i宣下で、検出され，遺構のと

揺はかなり部平されている。現存する部分で溝の北恒IJ部分は断面U字型で最深が約60cm，南側部分は

じ字型の溝の中央部が更に深く掘り込まれ最深約60cmを滞る。掘り込まれた部分に辻土器が詰まって

いた。また大きく認がった部分の外側は・設深くなり深さ約80crnを灘る。土層を観察すると，まずS

D4が北東から南西方向に直線的に揺られ，それが埋まった談タ SDlが掘り l宣されたようである O

直毅的であった溝がほぼ重角に出げられた理由として，遺跡中板き1)の祭議場跡の酉1H1J傾斜地の環濠の

張り出し部分に物見やぐら的な施設の存在を想定したが，この周辺;土地LlJまで、大幅に古IJ平を受けてい

て，柱穴等を薙認できなか》った。

覆二1二は大きく 4層に分けられ， 1層は掲色土で，遺物はほとんど晃られなかったo n層は黒色土で，

大量の土器が薮棄されていた。出土遺物の時期は弥生時代長期後半から古墳時代初頭のものが多く見

られ，楽浪系土器も含まれていた。蛮!曹は暗灰掲色土で， 下層には炭化物の震が見られ弥生時代

後期初頭から弥生時代読期後半の土器が多く見られた。 N層は灰茶褐色土で，弥生時代佼期前半の土

器が見られたが， n.盟層iこ比べれば遺物の量ほ少なかった。

平成 5年度の範臣確認識査で，今年度調査区南端の東慌にこの講の延長が確認されている。講は南

南東の方向へ延び，平成4年度の芦辺町の謂査で確認された 2号・ 3号議のみ日Iijに向かっていく。こ

のjおよ原の辻の台地を取り巻く多重環濠の内i豪にあたると思われる。

80-11I麗土器

-10-
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護形土器類(第11図，第12留 1 ~12) 

u土弥生時代rtJ期の須玖豆式土器で鋤形口縁部が垂下気味となることを特畿とする。 2は口縁部を

平坦iとなす中期後半の遺物である。 3~12はくの字形口縁をなす弥生時代後期の資料である。

3は顕部付け根;こ A 条の凸帯を付し，頭部から口縁部へ大きく外反するつ口縁端部は平坦となす0

4も向様に頚部に A 条の凸帯をfせしている C 頚部から口縁部にかけ大きく外反し，端部はややえ味を

持つ。土器の整形は内面は指押さえで外国は思IJ毛自による器商議整をおこなっている。 5は頚部がし

まり，やや厚味のある口縁部がくの字に立ち上‘がり端部は平mとなすc 外国にわずかに思IJ毛日整形が

残る。 6は空白:吉Ijが締まり工]縁部は大きく外反する。堀部は長くなり最大径は腕部の中位にある O 号Ij毛

百議整が内外面に観察される。 7は頚部で締まり，口縁部がやや薄手となって外反する o 8 (主語部が

締まり，薄での口縁部が大きく外反する。 9(ま頚部が締まり iヨ縁部がくの字をなす。 内外語に樹毛白

調整のあとを残す。 10は霊長部から[1縁部が寵隷的に伸び、端部をやや摘み上品げた整形をとる。 11(土頚部

で締まり，大きく口縁部がタト反する。 12は，如意形口縁を思わせる頚部の屈曲をなすc 口縁端部はや

や丸味をもっO

意形土器類(第12図，第13関 13~25) 

13は芸員五;から直立して口縁部中位で外反する o [J縁端部に一一条の沈線を巡ら Lている。 14は，

の立ち上がりから大きく外反する。 15は頚部が締まり口縁部の立ち上がり中位で外反する。内面に指

押さえ整形の掛が付く G 16はめレンズ状の底部から，腕部やや上f立に最大窪をもって頚部に移行する。

頚部は締まり，芭:隷的な仁i縁部へ移行する C 口縁端奇i目立丸味をもっ。 17は弥生中期の袋状口縁から税

した弥生後期の複合口縁の査で、ある。頚部下識に断面三角形の出帯を有して立ちヒがり，口縁i吉15マ大

きく外毘L，反転して口縁端部へ移行する C 口縁部にやや丸i床をもち，端部は平坦となす。 18は口紘

部の反転がややi宣立気味となる。 19は頭部下端に断面三角形の凸帝を付L，太い頚;部が外反し口縁部

は反転して宣線的にヒ方へ移行する o []縁端部は平坦となす。 20は頚部上端にお!日をfすけ，口縁端部

がS状に揺出する。 21は大型査で頚部に一条の三角形凸帯と口唇誌に斜肢の刻日を有する。内面口縁

の下壌に段ができる，内面整形に指押さえ痕がのこる。 22は小型の査類で底部が平坦からやや仁げ底

気味となる。 23は頚部が締まり，口縁部がj今i毒気味に伸びる。口禄端部は丸くがjめる。 24は長頚の査

額であるつまき1)はほぼ平坦となし，聴部やや上位に最大疫がある。頭部で締まり口縁部は藍線的に外

方へ伸びる C 口縁端部は平坦となす。 25はレンズ状の作りをなして安定惑にかける O 腕部中{立

筏がある。

鉢形土器類(第13[君 26~31) 

26は小型の鉢形土器。 成部はほぼ平坦とし，内湾気味に口縁部へ侍びる。口縁端部はやや尖 i)気味

となるo 27は日開部から内湾して口隷部に移行する o 支部は乎担7う、らやや立ち気i味となる。 28はl支部

がやや1:げまぎみとなし，腕部は丸く，頚部で締まり口縁部は直線的に外方へ伸び、る。 29は頭部で締

まり[]縁部が直線的に外方へ伸びる。 内面は口稼部を制毛日調整し，以下はナデ整形としている。ま

た，外語は部毛呂 としている。 30は内湾する堀部から ゆいたる鉢。口縁端部は丸く納

-18 
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める。外語jは樹毛日調整L，内面の整形は指押さえ後に刷毛日調整としている。 31は台付鉢類である。

腐は外反した裾部の立ち上がりに体部は，内i寄器形から腕部中ノ位で度立し，口縁部で外反する。

高j不額 (第13図 32・33)

32は高j不の部部で、立ち上がりは註続的に持びて口縁部でタト反する。仁}縁端部は丸く約める o 33は

停の騨で， ヒ部の土不部と裾部を欠損する c 内i揺はナデと据部辺を樹毛呂で講整し，外面は制毛弓

としている。

器台類(第13図?第14図 34~39) 

34は器台で裾奇f5から直線的に内径しヲ頚部で摩味を持って毘曲し[]縁部へ移行する。口唇部は乎坦

とする。 35は内面頚部に明瞭な突きだしのある器台。裾部揺を丸く約め上位で宜JLし頚吉fSから口縁部

外反する。外語は崩毛臼整形を行う。 36は口縁部に翠味をもっ器台。頚部で強く居[告する。 37はgJ1ir: 

から器肉に!享味が増してくる c 頚部で屈曲し 口縁端部iまえく約める。 38は裾部と口縁部経の大きさ

が約 1/2程度の比率となる器台。器形;討岳部から外反しながら口縁部に移行する。

39(土沓形器台で，仁i二i心部に径4cmのfI3孔を製作当初から設けている C

組載品(第14fzl 40~43) 

40は口縁部に断面i方形の粘土紐をりfれt，頚部上端から緩やかに外反し下方へ移行する。器語法

内外酉ともに指整形後に制毛日調整を行っている。器形状は楽j良系を意識した遺物と考えられる c 41 

は口縁部に漂味をもった平;出u誌を製作している c 整形;土曜轄イ吏用によって行っており，報韓痕が騎

部にのこる c 非常に薄い器i有で2腕内外とし，色識は灰色を呈する o 42'土佐と同様の鉢形瓦質土器で

ある O 韓鐘整形痕が明瞭に付く o 43は瓦質::t. で、底部中央がやや上げ底ぎみとなり，明瞭な離轄痕を

残す。 41~43はいずれも楽浪系の遺物である。

SD-1m層土器

斐形土器禁(第14¥2(1 44~46) 

44はくの字口縁の歪である O 底部がレンズ~犬に丸味を苦ぴ始めている。続部i宇佐から土佐部 lこ最大

窪があり，頚部で締まり仁l隷部は頚部から註続的に外反する。 45はiユ禄部の中位からやや屈曲して伸

びる o 46は頚部で締まり， D縁両端部に厚味をもっ O

童形土器類(第15国 47~54) 

47は弥生中期の丹塗り章。 有部に丸味をもって頚部に移行し，ロ縁部は内面端が突きだした鶏形口

緑で垂下気味となっている。 M字凸帝が胃部・頚吉15にそれぞれ二条付しているつ口容部は刻みと沈線

を巡らしている。誌は尖りまの底部を有する小型査・尖りlまから内湾 Lて口続部に移行する。日縁端

部は丸く納める。 49(土腕部中{立に最大径のある章。頚部の器内が阜くタト反気味に口縁部へ伸び、る。 50

は腕部中位と頚部に断面三角形の凸帝をそれぞiL~'条巡らす土器。 51 は室長 i誌に断面三角形の凸苦をム

条巡らす土器。レンズ状の援部になると思われるが沼夫している。形状は，関部のと{立に最大窪があ

り頚部で絡まり，頚部から外反しながら口縁部に移行する。[]縁部の内面は横i立の制毛と外面腕部に

斜位の掛毛自を観察する。 52はレンズ状の或音I~ をなし，腕部中位上に最大窪をもっ査。頚最15で絡まり

-22-
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直線的にo縁部が外反して伸びる O 口縁端部は平j豆としている o 53は二重 u縁部が薩立し端;

部は平坦としている。頚部上端に~IJ 百を付けているつ 54は頚部から外領気味に立ち上がり口縁部でさ

らに外反する器形となす。仁i縁端部は平坦としている O

(第17国 55~60)

55は頚部で屈曲する器台。恥;臨部が

居曲部が上位にあり，裾部中位から

にあり口縁端部はコ字状となし裾部端は丸味をもっ o 56は

にかけて器肉に淳味を増す。 57は裾部から頚部に内傾しげ立

で器内に厚味を増 L，外反して口縁部へ移行する。 58は裾部に膨らみをもって内傾し脚部中位で藍立

し頚部上泣で外反しだす。 59は頚部に厚味をもち口縁部は薄手にし，口縁端部は摘み上げ整形の形状

となす。 60は裾部端'" もって立ち上がり外反して口縁端部をえく納める。

舶載品(第17f話 61) 

61は平底の瓦質土器。 底部からの立ちとがり内湾して踊部上位で直線的に立ち口縁部へ移行する。

口縁部は平坦となしている O 車産轄整形痕が明瞭に残る O

SO-lJVJ覆土器

斐形土器類(第17民162~64) 

62は腕部上位に最大径のある 器7l去は嗣吉1:;の丸味から頚部で締まり線的にLJ縁部へ移行する。

631ま頚部で締まり[]縁部が直線的に伸びる c [J縁端部がやや摘み上げ整形の形状に近いc 64は平!まの

底部から腕部上段で最大径となり，頚部で締まり直線的;こLJ縁部へ移行する。口縁端部lまえく納める。

S 0-1 1層石器(第16図 1) 

1 Iま頁岩裂の石録。正裏面を縦f立と横泣に切り込みを入れ

て組長トかりを作出し，経が取れないよう加工をしている。

また正裏面の上面は平坦にイ士 Eげている。

S 0-1 H麗石器(第18留 2 ~13) 

2は仕上げ用の砥石。きめの縮かい粒子の砂を用いてい

る。留の左1~lj扇のみがスベスベに辞ぎtちされていてその{告は

未{吏用である" 3は正裏面と右額面を費用した砂岩製の砥石。

O 
O 

第16箆

5cm 
-，----l 

SDl I麗出土石器

右lllli屈の{吏用頻度がたかくタト湾し中央が鞍部となっている。砂岩の粒子はやや粧しミ。 4 は正面を U~石

として使吊し裏面はスリ;石として用いている O 玄武岩製。日立正面を出石，裏面をiJ[lき石として{吏用

している。玄武岩製c れま正裏面を四石として侵沼する。玄武岩製。 7は正裏面及0"'j二下端・左右鰯

酉をP[lき石として慣用。 8は正面をスワ石として器用し，裏面をPIiき石として鑓思している。 9は正

富の中央が鞍部となっているス 1)石。裏面は鼓打痕があり叩き石として{吏用したと考えられる。 10は

正揺を叩き石[とじて銭前し，裏面をス 1)石として銭信している。 11 をス 1)石として設用して

いる o 12は正面を白石として捜月:JL，裏面は叩き石として費用している。 13は取手fすきの支持石。火

を受けているためか表面が赤味を帯び、ている。下部は接地面 してJ平坦に作り，正面.lllU面・叡

手部分i立入念な よる加工を描している C と部は欠損している c

-25-
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S D-1 m麗石器(第四国 14~16) 

14は正裏面ともに叩きによる問痕が器禁される c 15は正面の中央に約3.9cmの出が残り，裏面はfJp

き石として{実現している。 16は正面中央部を回石として使毘 L，震IJT詰全!認をiJPき石として寵用してい

る。

/ 
主戸 f 

14 16 

0
1日

10cm 15 

第四国 S 01 蛮層由主若器

.SD-2 第6国，第20凶，第21国)

高区西壁にそって溝の東岸を長さ約13m確認した。 南区北鱒で溝は北西の方向にゆるやかにカーブ

していく。今年震の調査で講の揺は確認できなかったが，平成 5年度の範囲確認調査の結果ではこの

溝の梧は約 6mである o 葺は東岸からゆるやかに{項斜し，途中で品設深くなる。確認できたところで

深さ約 1mを溺る。覆土は大きく 3層に分けられ， 1層は}二面が決以黒色土で、比較的遺物iま少量であっ

た。 1層下I出土黒色土で、主に布留式土器・二iニ師器なとやの古境時代初頭の土器が出土した。また切子玉

米製品や鍛造鉄斧も出土した" II 震は黒色砂賢一土で、弥生時代務末期から古墳時代前期の土器に混じっ

て三韓系瓦費土器や人面石も出土した。 III替は茶褐色の腐植土で，流木にj昆じって弥生時代後期中頃

から弥生時代終末の土器が出土している。遺物の出土状況から吉墳時代前期にこの溝;土壌まったと忠

われる 3 また，遺物状況・覆土の堆積状況からはこの溝を濠とすべきか18i可道とすべきか判然とせず，

その点の判断は今設の調査の結果にゆだねたし~しかし，大量の土器が破棄されている状況から，外

としての楼能を持っていた可能性も伺える。

SD-2 1麗下土器

(第24区1 1 ~ 6) 

1 ，ま腕部のriJ1立から上{立にかけて最大誌のある土器。頚部から口縁が外反し，端部は丸く約める c

器富は内外面共に樹毛自の整形を誌す。 2は踊部の上位に最大経があり，頚部で締まり口縁部;土産線

-28-
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1 表ニt
2 a ~音茶褐@lニ上
2 b赤灰色ごと(しまりがない)
3 b淡灰岩官官主土

3 d 真喜褐@lニt

九 一一一¥~町一日一一… 2b 

r，予

知山一二二ニ日?子三ヲでニてエコく正二三金γ
百

7.5m 7.5m 

L一一一一一一一一一一一一一一...lL..一一一、 首 一一一一-"'-一一一一一一一一一

南区西慰土産雪

7.5m 

下 云三三三
1 表土 6 ~黒褐色土
2 b 若手灰色土 7 禽灰色土

(しまりがない 8 ~需主主砂望者土
3b ;淡IX赤色土 9 ::産褐色紡策こと
3 d ~車褐色土 10黒字自在E二七
4 淡J'!Z緊急土 (中央区関援15と同じ)

(中央区西盛14と同じ)
5 紫色ニt

(炭化物多)

1 奇襲ニK
2 b赤灰色ニt:(しまりがなし、)

2 c褐色土(溌色粒子含む)
3 a鴎赤褐色こと
3 b淡灰赤色土
3 c日月灰色粘霊童土
3 d泉街色土

南区北護士懸

7.5m 
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的{中び端部は丸味を帯び，内面はヘラケズ 1)を行う O 3i土頚部で、締まり口綾部i土産立気味に立ち上が

りタト反する G 仁]縁端部は尖り気味である。 41お安部の締まりが~~くヲ cl縁吉f[)はヌLf味を帯びてタト反する。

端部は丸~未をもっo 5は社系の斐c 踊部からi勾j脅し頚部で締まり口縁部が内湾する C 仁]縁端部;

み上げ整形としている。また，脳部上位に浅い沈線二三本が途切れがちに引かれている。内面の整形は

ヘラケズリ を行う c 6は縞音15の内湾が強し頚部で締まる o cl縁誌は頭部からの立ち上がりが内

して[]撮場部で綜jみ上げ整彰を行う O 口容部に浅い沈線一条を巡らしている。

査形土器類(第24問 7 ~1O) 

7は二重口縁の章。 j二部器編年の 1期で口縁が頭部から大きくタト反L，さらに直諌的な口殺を積み

て端部をえく納めている。 8，ま丸底の!品部から?内湾する腕部へ移行し頚部で締まる。[]縁部の

下端に誌lT百三角形の凸帯をゐ条付して外湾しながら [J綾部を形成する。口縁端部は丸味をもって尖り

気味である o 9 (土日li~きIS 上f立に最大差のある章。 10は丸賓の定部から頚部へ移行し，日露部が長く車線

的に伸びる。口縁端部は尖 i)気味としている。

鉢形土器類(第241羽 11 ~ 15) 

11 は内湾気味に胸部が移行して CJ縁部にいたる。工 l縁端部は尖り気味となっている ~12は丸味をもっ

た関部から頚部で締まり口縁部は外反する。 13は丸味をもった服部から頚部で締まり，薄手の口縁器

内が内湾気味にタト反する。 14(ま聴i台fすの鉢。勝喜ISは欠損するが短い特が村くと見られる。鉢の部分iえ

ミ器肉が内湾して口縁部にいたる[j縁端部は尖り気味となる。 151土台付鉢のE郊の部分と考えられ

る。裾部議を丸く約め，(1亙線的に背の低い持が伸びる。胸部の外i函と鉢f本音sの内面を暗丈により整形

している c

(第 16~18) 

16は土手部が深い高杯。口縁部が長くタト反L口縁端部は尖り

い隠の下位に，18は短い鵠jの中こいずれもrJ孔を設けている。

器台類(第241;;<J 19) 

となる c 17・18は高士不の脚。 17は短

19は裾端部を関角に約め，裾部土佐で援やかに外反しつつ内賭して頚部へ移行c 頚部内習に穫を付

けて口報部は大きく外長する。

舶載品(第24~ 20) 

20は高杯と考えられる器種である。器形は緩やかに内湾してu縁部に移行し端部を九く締めているつ

内留は掛毛色j調整の痕を残す。色調は灰色を呈する瓦質土器。

SD-2 I 麗石器(第25~，第26国 1¥16) 

1 は正I語f~ ス 1) 石として使討する心 2 は裏面に擦りとしての使思疫が認められる o 3は舗面を利用

しての叩きの痕語、が認められる。正裏面の鰐縁の欠損は霞用時のものとみられる c 4は正面の中央部

に出と程IJ縁全員j に鼓打の痕跡が残る。 5~土裏曲、 iこ擦りの痕跡がみられるつ創立裏揺の擦りの痕跡と鵠

にわたる誌打痕が残る。 7は正面の擦りの痕践と

正裏面全面の岳、 f)痕と芸全母にわたる誌打疫が桟る。 9

← 37-

にわたる高支打疫が認められる。 8は

るc
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りが認められる。また，正裏面に全員による溝状の傷が付く o 11は正裏面を白石として龍揺しラ 上部

端はWiJき石としても科吊している。正詣にわずかな叩きの痕跡と裏面に擦りの長跡が認められる。 13

は正面を i可石として罷揺し，鰯縁を全!奇にわたり離打じている。 14は正裏面を ~Ij石として常用する C

15は擦りの後に叩き具として正面と右関誌を鼓打している。 16は石盟。正面の約 2/3~まどが滑らか

に出む。

cコ
13 

15 

14 

o 10cm 
トー「一一一~一?ー+一一一一一一一一一ーベ

16 

第26冨 S 02 1層出土石器

SD-2 1屠下石器(第27国 17~22) 

17は扇平片刃 と上面・左額面を既ぎだしている。右側面は議打上げでま冬えている。

刃吉i$の研ぎH:¥しは左から右笹.IJへしだいに刃部轄を増している。裏面も左からお1IIIJへ最大2孤幅で、詩ぎ

だしている。結板岩を{吏用するσ18は砥石。正面中央に殺があり 2屈に分けて{吏掃している。裏面も

2自に分けて使揺を行っている。やや報い砥を使用する。 19i土中央にi習があり，出石として龍}召し

ている。 201土中央部を i戸i石として箆用し，右1~~縁を n[Jき石として利用している。 21 はJl l謡を出石とし喝

とi再開縁をupき石ーとして詑思している。 22は正裏屈をLUJ石として慣用している。

SD-2 耳層土器

(第28図，第29図，第3012[l，第31冨 21

21は頚部に三角形の凸帯を一条巡らす弥生後期の土器。 ι]縁は頚部から外反し口縁場部は四角に約

める o 22は頚部に三角形の凸誌がを巡らす。長めの口縁部は頚吉ISから大きく外反する c CJ唇吉1)に刻み目

を付している。器面の調整は内外語ともに縦毛日整形を行っている c 23は騎部上位に最大径があり

~40-
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第27密 SD2 I書下出土石器(171手1/2ヲその外は1/3)

20 

部で締まり口持部はi亙続的に外反する O 仁1縁端部に厚味をもたせ口唇部に実Ijみ目を付している。器屈

は内外語iともに部毛呂謁整としている。誌は関部中位に最大窪をもち，頚部で締まり口縁部は外皮す

るc 内外屈に斜設と縦{立の制毛日調整を行っている。 25は頭部で締まり，口縁部は直線的にタト方へ伸

びる O 口縁端部は浅い沈椋が巡る。 26は腕部の中flLに最大窪をもち頚部で締まり仁!縁部は外反するつ

器面の調整は内外語ともに斜{立の樹毛足と Lている。 27は頚部で諦まり口縁部は大きく外反する。 28

は頚部で締まり丹、湾した口縁部となる。[ゴ縁端部に厚味があるっ 291主主主部で締まり，外湾した口縁部

となる。内面はナデ，外語:ま斜設の部毛自で器苦言の)調整を行っている c 30~39については翠とも査と

もとれる資料で、いずれも，思u毛白調整を施している。授宜上蓋で記載する。 30は頚部;こ断面三角形の

凸帯を A条件し口持部は大きく外反する。内外語ともに樹毛目撃形のあとが観察される。 311ま頚部に

断面三角形の凸替を一条設けている O 口縁部はタト反し撮部を関向に納めている。 32は頚部で絡まり口

持部で外反する。[]縁端部は四角に締め，毛日調整を内外の器揺に施している。 33は頚部で締まり

口縁部が直線的に伸び端部で外反する。34は口縁部が外反し摩味をもっている。35は頚部に!享味をもっ

てほ縁部が外反する土器 36は尖り気味の底部から腕部中位に最大誌をもち頭部で締まり

線区jに外反する。口縁端部を四角に納める。 37は主主部で、締ま V)[]縁部で外反する。日誌端部は下端に

をもっc 38は頚部で締まり外反して[]縁端部へ移行する。口縁端部の断面は四角をなす。 39は頚

← 41-
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部が締まり， rコ縁部は厚味をもって外反する o 40は5安部で締まり ，rl縁部が屈畠気味に端部へ移行し，

口縁端部は南端に厚味をもっ。器面の謂整は外揺が叩きで内面は嬬毛呂整形としていて正内併行期の

土器とよと定される o 41は頚認で締ま lJ口縁部が屈弱気味に口縁端部へ移行する。口縁端部は下端に!亨

味をもっ"42'土 i直線的に沖ぴた胸部から頚部で反転し，外反する仁l縁となる。 43は蹄きí~ql位に最大径

をもち頭部で締まり，口禄部は中{立に!享味をもって車線的に伸びる c 44は頚吉1)で締まり口縁部は屈i揺

しつつ端部へ移行する。口縁端部は内端部を摘み土げの整形としている。 45は丸い腕部から頚部に移

行し，口縁端部を摘み上げた整形としている。 46は調部の中泣;こ最大径をもち頚部で締ま IJ口縁端部

を摘み上げた整形を施している。器函の整形は肉冨がヘラケズ 1)，外語は波状のj尤線と崩毛呂で器ii百

えている c 47は丸鼠の底部から長い踊部へ移行 l，頚部で締まり口縁部は湾畠して口縁、端部へ移

行する。また，端部は読み上げ口縁としている。器蕗の調整は内向ムがヘラケズリとし，外面(ま横{立の

浅い沈線を細部ヒf立に配置している o 48は頚部で諦まり， [ヨ縁部は内湾しつつ端部で藍立する。内面

はヘラケズリとし外語jを話IJ毛目調整としている。 49は長腐のややげ立に最大径をもち頭部で絡まり口

縁部は屈出して[J縁端部へ移行するc 端部は摘み上げの整形としている c 器j面の調整は内揺がヘラケ

ズ1)，外面を副毛呂としている。 50は丸い腕部から頚部で諦まり口縁部は内湾し，端部へ移行する。

器冨jの調整は内面がヘラケズリとし外面を縦毛日調整としている。 51は車線的に伸びた腕部から頚部

で卒者まり，内湾した仁i縁をなし端苦!日立丸く納める c

(第31留，第32関 52~66)

52は複合口縁の牽で，頚部が締まり頚部下請jに断面三角形の凸帯を巡らしている。頭部は下端から

外反し，仁i縁部で反転し内関へ窟曲させて厚味のある口縁を形成している 53は複合u縁の大型品で

大きく外反する語、部に反転内傾する口縁部を乗せている c 54辻外反する頚部に内{頃する口緑、誌を乗せ

ている。誌は外反する頚部に立気味の口縁部を いる c 56は二重口縁査で外反した頚部に

的に外方へ伸びた口縁部を付けている。 口唇部はj交い沈線が巡る c 57は外長する頚部に湾出した仁!縁

部が付き口縁端部を摘みとげの整形としている。 58は外反する頚部にEZ立気味の日縁認を付t'Jて端部

に厚味をもっo 59は丸い間部から頚部でしまり口縁部i土産立しつつf君臨する仁i殺としている c 60は丸

患の底部から桟円形の腕部に移行し頚i話γご締まり長い頚部が持ぴる作りとしている G 61は丸!まの)表部

で踊部上位に最大窪をもち頚部からタト反する口縁部が{すく o 62は丸底の}支部で、璃部のや位に最大窪を

もち頚部で縮まり口縁部は直立気味に外f[する。器面の調整は内面が樹毛目で外面:説話部下位は鼠化

で調整痕不明であるが上位は刷毛白調整としている o 63は頚部で締まり口縁部は註立気味にやや外反

する。口縁端部は尖り気味としている。 64は薄い器内に丸味のある腕部から頚部へ移行し， rユ縁部は

長めで癌屈している。仁j縁端部は尖り気味としている o 65は丸底の底部から頚部に移行し，車線的に

伸びる薄手の仁i縁部を形作っている。口縁端部は尖 11気味となっている Q 66は磁瀬戸内系の査片。

部に断詣三角形の出帯を付し.震端部に重弧文と重沈持、で外面に装童話を施している c

〈第32al 67~77) 

67は続形の鉢で丸まから内湾した踊部へ移 L，仁I縁部で泣立し端部;ま平としている。器忌iの調

-44-
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整は内揺が糊毛日，外面は腕部Tt立をヘラケズリと上位を間毛日と Lている。 68は擁形の鉢で丸まか

ら内湾して口縁部へ移行するο 口縁端部が尖り気味となる 8 70は丸味をもった駒部から属鹿して直線

的に外方へ停びる口縁部を形成する。口稼端部は丸く約めている。 711土台付鉢で設い騨に ;!L~去をもっ

嗣部が乗り口縁部は線的に外方へ伸びている。器揺は内外面ともに樹毛日調整としている o 72'土台

村鉢で群は外設し鉢と接続している深く丸味のある錦部から室長;部で岩出し外方に伸びた短い[]縁部を

形成している。口縁端部は丸く組めている。腕部の内面は指押さえとし，外国:土部毛自調整を踊部と

脚部に施している o 73から77は台付鉢の脚部として取り上げている c いずれも背の低い聴で， 73は脚

部を剖毛日調整のあと暗丈でさらに整形している。また Iト干しを穿つものが74・76・77である。

高i不(第32堅1 78~79) 

高士不のf不吉p片で，体部と口縁部の長さの比率は 2: 1程定となっている。 78は体部からci縁部にか

けて}謡曲し口縁部カサト湾する形状となる。仁i隷端部は丸く締めている o 791土f本部と口京支部の境に殺を

有し，仁i縁部は外方に伸びる。

(第32!Zl 80~83) 

80は輯J裾部から直線的に内傾し，頚部で締まり直線的にn諒部が外方へ開く器形となっている。両

端部;主主!?面!JJ.l角形としている。器官iの調整は内面を指ナデと制毛l':lで上位と下位を し9 外語を

{立の尉毛呂調整を行っている。 81~土直続的な騎i を内{頭、させて頚部で居畠させている。器}自立内外面と

もに尉毛自調整としている o 82(土手fJf~器合である O 上端に約3.5cmの穿孔を設けているつ端部は手ず

くねの突j琶を接続させている。

結載品(第諮問 84~85) 

84は丸i沫のある稲部から頚部へ移行し，ややタト傾直立する[]縁部となる形態の三韓系瓦費土器であ

る。肩部には把手を貼り付けて二穴としていたと思われるが，半分を消失している。器面の調整は外

揺を格子日のf1[Jきで頚部門詰から柄部にかけて施し， I大j面は指ナデとしている。口縁部には報盤水引

の穣が巡っているのが親察される。 85は三韓系瓦壁土器。 ;!u去の!まき[;からえい胸部へ移行L，頭部で、

締まり直立気味の口縁部を形成する。謡部!二位に把J予を三詰所設けてヲ内二箆月!T(土二穴と L，

については A 穴としている。器酉の調整は外面の服部下位から頚部までを縦伎の叩きとし，踊部下{立

以下を格子日の叩きを越している。またラ内面は当て具痕をナデ泊し している。色調は灰邑を

する。

SD-2 n屠石器〈第34[>gj 23~34) 

23は水品製の切子玉。形状はそろばん玉形を呈じている O 研ぎ出し面;土色直jが l面， 下揺が21冨上

部は自然面，下部 11苗の4屈の球ぎ出しを行っている。穿孔は上部中央に窪3m砲の孔が深さ約14mm螺

旋状に穿たれている。穿孔行程で下部にとピが入 i)完成にいたらず放棄したと考えられるコ 24は正裏

面を[UJ石として捜吊し， 1QiJ縁全!誌に詩;打を行っている。 25は正揺を[lJ]石として1吏用 L，裏i富i土議 1)石

としての機能を右している。 26辻ス 1)石として控屈し，儲縁を叩き石としている。 27は上部と下部に

薮打痕のある口pき石。 2創立正裏話及び右儲部を問石として{吏吊しているつ 29は正面中央部に最訂疫が

~48-
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若干観察される。 30は正義富の中央誌に鼓打痕が認められる。 31は正面に 2笛所の問と右側の挟り及

び裏面の 2箆所の自が認められる 32は正面の中央部に鞍認があり，紐捺の痕誌とも考えられる。 33

は裏面をF耳石として利用している。 34は正裏面を白石とし，上部・下部・左ち鶴面をスリ石として捜

毘している。

SD-2 m麗

鷺類(第35酉 86~89) 

861立大型の斐。頚部に断面台形の凸苦を巡らし，口縁部は直糠的にタト Jをへ開く。ロ縁端部がH~厚し

口容音sに斜行する挺Eを付けている。内外語ともに剥毛自調整で器面を整えている。 87は胴長の蓋で，

頚部で締まり口縁部は産線的に外方へ開く。口縁端部はやや尖り気味である O 器面の調整は内外語と

もに繊毛目としている。 88は胴長の非部から頚部で結まり，[]縁部はやや屈曲して端部へ移行する。

端部は尖り気味となる o 89は頚部で締まり口縁部が毘曲して端部は四角に約めている。

壷類(第35図 90~94) 

90は複合口縁の章。長い頭部に断面三角形の凸帯が二条巡る。頚部上端は外湾し，産立気味の短い

口縁部が付く。口縁部はやや厚味をもって端部をえく納める。 91は頚部下端に断面三角形の凸帯を付

し大きく外湾する。ロ縁部は内{壇し，端部は平坦としている。 92はレンズ状の底部から立ち上がり絹

部下位に断面四角形の凸帯を一条巡らす。凸帯から上位Jまえ味をもっo 93は腕部中{立に最大窪をもち

頚部で締まる。口縁部は車線的にタト方へ開く o 94は胸部中位に最大径があり頚部から口縁部は富謀的

に立ち上がる O 口縁端部iまえく納める。

SD-2 直属石器(第諸国 35~42) 

35は上告sをロnき石として{吏吊している c 36は正裏面に譲りを行い，正面のみを後から叩き石として

使用している。 37は正裏面を出石としてi吏用している。下部を欠損する。 38は正面を白石として費用

する o 39は正裏面を巴石として利吊し，上下部はロrJき石として使吊している o 40(ま立を白石として

-49-
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10cm 

42 

使用し，裏面はスリ石として龍用している。 41'ま正裏面を問石として利用していた石器を正面下部を

打撃加工することによって，機器としての機能を持たせようとしたと考えられる o 42は正需を時ぎ出

しによって滑らかな調整としている。寵用呂的としてはタ台石が考えられる O

.S D-3 (第6図，第37国，第39図)

北区北東稿から中央区南西隅に向かつて約36mを確認した。北東部は謡査区東壁に入り込むが，王子

成 5年度の範間確認調査でその延長を確認している。台地から離れるにしたがって地山が部平を受け

て設くなり 9 特に中央区では近苦以降の本田耕作で遺構上屈が大幅に剖平され北区に比べると遺物の

も格設に少なかった。また}葛西隅で SD2に切られている G 断面は逆台形型で，北区で最大幅約3.5

-52-
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m，最深1.15mを溺る G 覆土はおおきく 3つに分けられ 1容が;褐色土， II層が票、揚色土， m層が茶

褐色土である。 1層出土の遺物は弥生時代後期後半から註墳時代初頭の土器が見られる。中央Eでは

I層は削られてしまっていた。 II}吾の遺物は弥生時代中期丹塗土器から弥生時イ亡後期の土器，鉄鎌な

どが出土している。 m層出土の遺物は少ないが弥生中期!の査が出土している O 土層断面からは時期は

明確でないが豪の掘り直しのあとが観察される。また北区では譲の覆土の中に濠の内側から崩れた

よろな形でi富山の土(黄梅色j::.) がj昆入していることから，濠の内1&1Jに濠を掘った土を積み上げた土

塁が築かれていた可能性も;想定される。また濠の上罵では広範囲にわたる焼土も確認したc この譲は，

多重環漆の中:衰の可能性が高く，濠の形状ー出こと遺物の状況から，今年震の国庫補助事業調査(芦辺

町域分)で検出した SD5につながると思われる。

SD-3 1麗

(第40宮J 1 ~ 5) 

1は尖 t)気味の底部から服部下[立に最大廷をもっ体部へ移行し，頚部で冨i告して口縁部が宜椋的に

開く。 2，訪問部の中 f~とに最大径をもち，頚部の断面三角形凸帯で締まる。口縁部は外五へ直綾的に搾

び端部は河端が肥厚する。 3は踊部中{立に最大経をもち霊長;部に断面三角形の凸帯を巡らしている。仁i

綾部は大きく外反し，端部辻田向に絹める。 U主主宮部で締まり，仁]縁部は外反して口縁端部へ移行す

る。口縁端部は問角をなす。 5は径の狭い平底からやや丸味をもって，長稿へと移行していく

器。器面講整はi今冨を指ナデとし外出を斜{立の刷毛日としているつ

(第40国，第41arl 6 ~ 11) 

6 は袋~.犬[]縁の最終末期。平i去の定部から角をもって立ち上がり最大径をもっ踊部中位へ移行して

いく。頚部は直立気味に外反し，口縁部で反転内湾し膨らみを有する形状としている。 7は複合口縁

の室。 良部が丸味をもち頚部箆が広くなる。頚部は外皮しfl縁部は内損気味;こ丸味をもち口縁端部は

四角をなすc 8は頚部下識に断面三角形の凸帯を配 L，大きく外反する霊長部から内{壊したLJ縁部が1-;J

く。口縁端部は平坦としている。 9は外反する室長部に直立気味に内鰭した口禄部が1-1き，境目は稜が

明瞭につく。 LJ縁端部は乎垣となす。 10は大きく外反する頚部から内類した口縁部がS字状となる。

頚部上端の境目に断面四角の穫がつく。器肉が薄く胎土が灰色で、瓦質土器の焼成，質とも類似Lてい

る。 11は燕頚章。 l直線的に内領する胸部が口議部へ移行し，仁1縁部でやや外反気味の器形となる。焼

成・胎土ともに10と類似するつ

鉢類(第41関 12・13)

12は腕部上泣に最大廷をもち頚部へ移行し，度線的に外方へ開く iユ縁部をなす。[ゴ縁端部は平坦に

締める。 13はやや長めの騨がiすき穿孔を裾部 j二諸に施している O 幸宇部は丸味を持って立ちとがり

で思出し，口縁誌は外反して r-_方へ開くと3 口縁:鳴きi;;まえ味を持つ。内需に丹塗りの痕を残す。

(第42図 14~23)

14は掲の外反吉ì~位が中段:にある 15は蹄の外ぐにあり，断面の中泣から上誌が最も淳味

を増している。 16もおと向樟の形態をなしている o 17は騨部が度経的;こ内{頃L，頚部で、外反する G ま

~57-



/¥  
にノ

¥) 

5 

一

糸

川

い

も

一
一
日
刊
、
、
、
、

一
一
一

20cm 
一一一一一一一一一一一一-1

7 

O 
与ζζ玉三孟

ニ爾

一 一 一 も 一

ど、
三三当

、、

I麗出土土器

-58-

第40顕 SD3



/ 
〆

む

牛五平z 平手二
心、 10

第41図 S 03 1麗出土土器
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12 

20cm 
ニニ孟ニニゴ

た，口縁端部に刻百をfすけている。 18は裾部が疫線的に内額し，頚部下端で立ち上がり上端で口禄部

の外反と接続する o 19は裾部で亘持、的に内館し，頚部下端で器内の厚味を増す。頚部の上端は口縁部

の外反と接続する o 20は裾部から頭部に宣線的に内{喧し，頚部内面に稜をもって口縁部が外反する 0

21も20と同様の形慈をなしている o 22は小型の器台。騨部は外反気味に頚部へ移行L，頚部で器内を

厚くし，口縁部は宣線的に外方へ開く o 23は沓形器台。上端部に璃上の突起を付けている。

SD-3 1層石器{第43密，第44図 1 ~ 17) 

1は頁岩を素材とした石鍾c 正面と裏面の長軸に幅 1mm，深さ 1宣磁の講をそれぞれ 1条上 F端部か

ら影り込み，短斡は I渇するように幅0‘5蹴，深さ0.5mmの溝を 4条上端・上位・中位・下位に彫り込

んでいる。 2は石庖丁片。正面上部にわずかに穿孔痕が残る。裏蔀は剥落している。正面の 3縁に研

ぎ出しのエッジがあり石包丁の転用が考えられる O 頁岩を素材とする o 3 t土砂岩を素材としており実

用的な石斧ではない。本来は石剣であったものを転用した可詮性が考えられる。 4は糸結吊の錘と考

~59-
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22 23 

第42函 S D 3 1層出土土器

えられる O 中央部の稜を境に上部と下部に浅い扶りが全国に出る O 表面は非常に滑らかとなっている C

5は軽石を素材とした浮きである。 石材全面を粗くケズリだし中央部の短軸を幅13mm，深さ0.8蹴の

溝を一周させている o 6は浅い鼓打痕の回を正裏面に残L.1部縁はP[Jきを全屈に行っている。 7は中

央に深い[可を有する白石c また右1l!U縁は半周にわたり叩き痕が認められる c 8は正裏語に浅い出があ

る。また，裏面は擦りの使沼も残る。 9 は正裏面を r~石として利用している。 10はと部を擦りに F部

を叩きに使用している c11は正面を出石として寵吊し，裏面は 11~石とス Tfi兼吊としている G 12はJE

裏面を白石としているが，裏揺はス 1)石の兼用としている。 13は裏話に浅い問みがありス 1)石として

使用している。 14辻正面を白石として使用し，裏面はスリ石として使用している。 15は正面に浅いfll1

き莱が残るが，上下端を加撃による剥離を行っており，石錘を意図して製作されたと考えられるc 誌

は支脚。間半おこ把手を作出している。形状は縦顕在言が三角形を去し?横断面;土器円形となっている。

下部は接地面を考嘉して平坦とし，体部は全面に撃の加工痕が残る。また，上部は三角形の頂点をカッ

-60-
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第44詔 S D 3 1麗出土石器(14，15は1/3，16， 17は1/4)

トして平坦面を作出している o 17は i~U麗下端を欠損している。下部は平土I:I となし，体部;ま全面に撃の

加工痕が残る。把手を作出しかけた影り込みが1MIJ縁に見られる。上部;土尖り気味に製作している O

-62-



8D-3 1I層

室類(第45図 24~30) 

24は頚部に断面三角形の凸帯を巡らす翠形土器。口縁部は寵線、的に外方へ開く O 口容器はやや九味

をもって王子坦としている。 25は凸レンズ状の底部から長踊となる筆。関部上位に最大窪をもち頭部で

締まり外反してi二i縁部へ移行する O 口縁端部は平坦となす。 26(ま平康状で胸部中位に最大窪をもち頚

部から外方へ口接部がタト反する。口縁端部は乎怒となす。 27は頚きちで締まり藍続的に口縁部が上方へ

伸び¥口縁端部は平坦となす。 281まえい鋼部から締まった頚部に移行し，口縁部で屈曲して口縁端部

を描み上げた形状となす。 29は丸1*のある底端部から最大窪をもっ胸部中位へ移行し，頚部で締まり

直線的に口縁部が上方へ伸びる。口縁端部を丸く納める。器酉の調整は外面に斜{立の秘毛白書草撃を拾

している。 30はレンズ状の平成から丸味を持って立ち上がり，最大援をもっ腕部中位へ移行し，頚部

で締まり長めの口縁部が外反する O 口縁場部は軍味をもっO 器麗{ま内外語に耕毛呂調整を行っているc

壷類(第46図，第47図 31 ~42) 

31は銭形口縁をなす章。大きく外反する頚部に日縁部の内端が突きだし，タト端部は垂下する。 32は

レンズ状に近い平底から最大窪をもっ嗣部に移行し，頚部で締まり大きく外反して口縁部へ移行する。

口縁端部は丸味を持つ。外面に樹毛自調整を観察する。 33はレンズ状の底謀部から丸味を持って立ち

上がり，最大径をもっ胸部中位に移行し，頚部で締まり，口縁部は在立気味にやや外反する O 口縁端

部はやや丸味をもっO 内外面に樹毛自調整が見られる。 34は頚誌が大きく外反して口縁部へ移行する

室長部下端に断面三角形の凸帯を付している。む縁端部は平士号となし一条の沈静、を巡らしている。

35辻丸味のある肩部から締まった頚部に移行し，反転して外反する頚部から丸味のある内傾した[J縁

部を形作る。また，頚部には断面に丸味のある凸帝を付している。日縁端部は平坦としている。 36は

頭部が大きく外反して居曲気味の口縁部へ移行する。口縁議部は斜めに丸味をもっo 37は丸味のある

庭部から大きく外反する口録部へ移行する。口隷端部は王子起となしている。 38は王子患の底部から内湾

して口縁部へ移行する小形章。口縁端部;まえ味をもち，内外面ともに丹を付ける o 39は丸味のある関

部から頚部で詰まり口縁部が外反する小型査。顕在15に小穿孔を行っている。 40は狭い一平底の底径部か

ら卵形の錦部に移行し口縁部で、わず、かに屈曲する。頚部に沈殺を巡らし，口縁端部を尖り気味となし

ている。 41'まわずかな底径部を上げ賓とし，明、~jf:;のm司部へ移行して口縁端部を尖り気味に丸く納めて

いる o 42は尖り底の底部から卵形の崩部へ移行する O 内面に語Ij毛日痕を観察する。

搬入土器(第47図 43) 

43は西瀬戸内系の仁器である。粘土紐を渦巻き状に土器に諮り付けている。

高坪(第47図 44) 

44は高j不の郡部である。裾部端に丸味をもち外反しながら窮Jr村立で度立支味に立ち上がる。また，

騨中{立に小孔を穿っている。
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第47密 SD3 豆層出土土器 (43は1/3. その外は1/4)

器台類(第47毘 45~49) 

45は郡上{立と下位で外反する器台。内語は上位と下位に崩毛白調整し， 1-j1f立はヘラケズつとしてい

るo 46'土頚部を肉厚にして上下位を宣続的に外方へ開いている o 47は勝中位を向厚にし，上下{立を外

反させている。 481ま騨裾寄与から直結的に頚部へ移行し頚部で反転させている。 49は奇形器台。上部諸

に突起を付けている。上部中央の孔は作られていない。

SO-3 1I麗石器〈第48留 18~23) 

18'土軽五製の浮き O 全車Hこ作出の削りだし痕が残る。中央部の短轄に幅13mm，深さ 8mmの溝が全国

して彫り込まれている o 19は滑石製の石録。器形をJjl1形にし 撃状工具で整形している。正一裏面の中

央部は縦軸に沿って幅20mmを平坦とし，穿孔を 2積所設けている。中央部の穿子しは径が 9mmで、上位の

穿孔は 5mmとしていずれも貫通している。またと位の穿干し部位から長軸に沿って裏面貫通の穿孔部泣

まで幅 41滋n，深さ Smmの講を自主り込んでいる。 20は正裏一面をスリ石と出石の葦用で琵用している。 21
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第48菌 SD3 II.重層出土石器 (22，23は1/4，他は1/3)
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は正面に鼓打による自が明瞭に残るが裏面は鼓打によるEつが浅くなっている。 22(立大型の砥石。使用

面が4箇所認められるつ比較的きめの細かい砂岩をもちいている o 23は支開Jo -n'fsは欠損する。把手

の作出が良くなく突起状に残っている。 1本音15は撃の加工痕が全面に付いているc 上部端はカットして

いる C

80-3 m麗土器

章類、(第49図 50) 

50は平疫の底部から最大窪をもっ踊音15，，11位へ移行し頚部で締まり，頚部が大きく外反し，丸i床を

もった口縁部と譲続する。

器台類(第49図 51・52)

51は脚部上位で大きく外反する器台。頚部が肉厚で口緑部はやや窟曲している o 52は裾端部から丸

味をもって直報的に頚部へ移行し，頚部から大きく外反し口縁部は王子置な作りとしているつ

80-3 亜層石器(第48毘 24) 

24は正面の中央部に鼓打によって樟円形に浅い出がついており，白石の使用が考えられる。

一f
f
一¥
¥
i

50 

第49菌 S 03 m層出土土器

51 

52 

o W=  
ト~一一「ナー「一一一一一一一十一一一一一一一一 ~一一一-i

.80-4 (第 6函，第50図)

中央区SD3と一平行に SD1に切られる形で SD4を検出した。土層断面から SD 1が掘り直され

る誌に北東方向から南西方自に重隷的に揺られたと思われる。おそらく溝は浮i西方向にも延びていっ

たと考えられるが，後の7](田化による地出屈の前平で南豆では確認できなかった。途切れたところは

地tlJが深く掘り下げられ，それに治って打ち込まれた杭の罫も確認した。現状で，北東から南西へ約

8.5mが残る O 最大幅2.3m，最深約40cmを測る c 量は少ないが弥生時代後期から古墳時代初頭の土器

カf出ニr.している。

80-4 1層土器

(第51留 1~ 5) 

Iは長腕の翠である O 踊奇15上位に最大窪をもち頭部で毘出し，車線、的に外方へ口縁部が伸びる。口

禄端部はやや厚味を増している。 2'ま口縁部片の撃で，タト反して口縁端部に移行する。 3は斐の口縁

-68-
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I層出土土器SD4 第51国

部片で頚部で題曲し車線的に口縁端部が伸びる。口唇部に浅い沈線が見られる。 4t土居畠 Lた口縁部

5はレンズ状の底部片。をなしている O 口縁端部は平盟としている。

6・7)壷類(第51図

6は産立気味に外反する口縁の意形土器。口縁下に断面三角形の凸帯を付している。口縁端部は平

7は大きく外反する頚部に内煩する口縁部を乗せた複合口縁壷G坦としている。

8) 器台類(第51毘

8は外反する器台の脚部で裾端部断面を四角としている。

1 ~ 3) I層石器(第52図SO-4 

uま結錘率。正裏面.1~~面ともに帯ぎ出され表面jは滑らかである O 穿孔窪は 6 mmを測る。 2t土裏面

をi耳石として使用している。 3は正裏面の中央部を叩き石として復弔している O

1 ~27) その地の層及び遺構出土遺物(第53図，第弘図

1が最小で径が2翻，孔が0.8自治を測り，色調は濃紺を呈している o 23 1 ~ 3!まガラス裂の小玉。

2は24f玄麗 a屠の出土。径が2.5凶，孔が 1m磁を灘り，濃紺の色調である。 3は34区盟 a層のi-W二七。

長豆層 Fの出土。径が5.5mm，子し授が1.5mmを部り，色調はライトブルーとなっている o 4は24区盟 a

5は2区盟 bJ書出土。毅J.量鉄出土。磨製右剣の先端部分と患われる。風化が著しく調整痕は不明。

6は14区IDb層出土。上位2笛所に孔を穿っている O

8は36区霊 b屡出土7は35区IDb層出土の鉄皇族。扶りのある蕪茎鎮である O

70-

斧で基部に鉄片の折り返しが付けられている。
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第52図 SD4 1麗出土石器(1は1/2，その外は1/3)

の石鎌。刃部は正裏面から研ぎ出しを行って両刃としている O 背の部分は剥離調整痕を残している。

頁岩を素材としている o 9は25区IIla層出土の磨製否斧。風化が著しく研害状況は確認で、きない。剥

離は左側縁に認められる。 10はSD-2区I層出土の鉄斧。基部の鉄片折り返しが残っている鍛造鉄

斧c 1Hま9区SD-2亙I層出土。鍛造鉄斧の刃部片である。錆のため詳細は不明。 12はSD-2区

豆層出土。袋状の基部としている鋳造鉄斧。 13はSD-2区E層出土の人面石O 厚味のある凝灰岩を

利用して作出している。大きさは，長軸1O.2cm，短軸7.4cm，厚さ4.5cmの楕円形をしている。顔面は

宕・百・鼻・口を明擦に彫りだし，口は裏1~U まで貫通 L，湾設泣くはませて頬の部分はやや縮める加

工をしている。 14は16区SD-3[RI層出土の鉄謙。錆による腐食のため詳報は不明。 15は7区亜 b

出土の石患了。正裏面ともに部落のため研ぎの調整不明。孔を 2箇所設けている。 16は万子で長さ21.7 

cm，幅2.0c磁をiJlUる。 e軒穴 11囲，中茎が8cm，身が13.7cm。銘文があるが判読できない。 17から26

1ま円盤状土製品等である。 17は35区SD-3区I層出土。布留系撃を転用していて，上位に波状沈線

が確認できる。 18は25区SD-3[RI層出土の結露車。周辺を打欠いて丹形に整えている。 19辻35[R

SD-3区I層出土の土製品。刷毛日調整のある腕部片を円形に加工している。 20は35区SD-3[R

E露出土。続部片を丹形に加工した土製品。 21は36[RSD--3区E層出土。内外面に樹毛日調整のあ

る騎部片を円形に加工した土製品。 22は36区SD-3区E層出土。タト習に掛毛自調整のある腕部片を

円形に加工した土製品。 23は35区SD-3区E層出土。丹塗土器の踊部片を円形に加工した土製品。

24は23区盟 a層出土。 腕部片を円形に加工した土製品。 25は35[R盟 aI書出土。稲部片を丹形に加工し

た土製品。 26は35区IIlb層出土c 刃部付近の鋳造鉄斧と見られるが，錆による寝食のため詳紹につい

ては不明。 27は9[RSD-3区E層出土。木製斧柄の来製品で一木からなる由柄にあたる。加工痕が

幹の斧台部分と枝分かれした柄部分に確認される。
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第53毘 その他の屠及び遺構出土建物 (1~ 3は1/1， 9は1/3，その他1/2)
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第54国 その他の麗及び遺構出土遺物 (27Ci1必要その他は1/2)
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表 4 出土石器一覧表①

堕主守て盟主区 竺翌三」主主型半陣生半豆J凶具主4
1 Sυ1 1層 庄一←軒百五「三三下寸三了 9 i 3.6 ! 

織 考

2 !SD1 IIJ警は託 老i砂 岩 11.25 I 3.3 I 2.1 I 165.1 

iH昔日号44t1ltziL451設計裏面は14  iSD1 IIJ選 出 石玄武 i! 10.45 i 10.1 1 6.1 i 1049.4裏面はスリ石

I 5 J S D 1 引審 問 {玄武岩 12.3 I 10.31 4.4 位。裏面は叩き石

i SD  1 時 I[llJ E I .'tr武岩 12 110.6下一 5j 83ロ?豆面百五一一一一一
7 I S D 1 立勝 目nき石 玄武 岩 11 I 9 I 5. 1 i 65δQl:Jrniにi使用痕あり

五 11七五正直正吉ピ日む式直ロ2
I 10 iS D 1 II層 叩き石玄武岩 11.51 9.21 6.35! 1080 裏面{土スリ石

PI=! SD1 II層オi) :[]3望 12.6正二正三三「 735i ~~ 'b ?'. 'FfI 
12 S D1 II履 j出 4'i 玄武岩 13.1 I 1l.1 I 6.4 1 14R4.2 裏取は日 jき石

UEL24計正午tt』 些
:;:::12τ-L京針生生五計五;よ出自

図番号 制二夜 機 種 名 付費長長事由 m 繍邸宅[(cm 重さ U l 備 考

1 1 S D 2 1層 ;スワ石玄武岩'i' 10.4 I 9.4! 4.85 I 720 

I 2 I S D 2 1 穏 スリ石玄武岩J 1 i 9.5 6.3 ! 810 I 
1 3 S D 2 1層 部き石玄武岩 12 j 9.25 i 4. 1 5 6 4 C 側泌を使用

出 日出 1:::;需主主;一一
一一 -I 7 SD2 1層 スリ石玄武完 12 I 9.355  I 843.7 側面を叩き石

8 I S D 2 層 スリ石玄武岩 12.45 I 8.6 I 4.3 i 59の.2 裏面スリ石、銭面iPiJき石 ! 

9 ISD2 IJ雪 叩き石玄武岩 11. 6 I 10.25 ! 8.6 I 1511. 3 義援iも叩き石

口主古品11詰ι:IHト主古詩ド二
目告す7ポ主Th干住吉早出~PiJき布

一一 -16 I S D 2 1層 石 腿玄武岩部.916.8; 7.1 i 38ο01 
一ー ーァ÷一一て一一一九一ーでで一ートで二士一一一てで 一一一一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸

17 i S D 2 1層下石 斧頁岩 5.2 I 2.3 1 I 21. 1 I 
一一 -

18 S D 2 1 層下砥 石砂岩 12.45 I 8.61 4.4 1 702.4 裏面を使用する

日~1?~豆己旦一五j 玄武岩 10.訂 8. 75下て主亡三百二二二二二一一一一
1 20 S D 2 1寝下回 石玄武岩 11. 65 i 11. 5 : 7 1 1320 右餓を叩き石

21 込 旦2 1 聖王~一一互上主主主LJ主互~旦~主上J主主三上霊童二塁型車主註五
22 I S D 2 1 下回 る[玄武岩 8.9: 7.95 I 5 I 560 裳雨 t白石

23 I SD2 II7石川 γーす 2下-τzr-7.5 -

一互三三D2 II望-Z二玉工重宝L10ニtlヲ.15I '0 I 794 1慨す面:ri 一一一一
日計三itfヮ2222dhヨ←去十一与市加古一一一

計三話可吉元詐21J戸EEl-
U工2311E自己f ゴ去三日ztfEカ所E-
I 32 I S D 2 II }畜 スリ石玄武宥 13.1 I 6.6 1 4.8 I 581. 8 ! 

;j主計二主主主十ι芝草互
36 I SD2 堕震 スリ石玄武岩 7.91 7.31 4.4 I 351.9 裏面もスリ石後叩き石

37 S D 2 立寝 間 石玄武宕 13.9 I 10.1 I 5.1 I 1212.4 裏面 b11~ 石

1381sD2 恋層 出 石玄武岩 12.4 I 10.7 6.8 1249.2 I 

I 39 I SD2 IIII議 i虫 色[玄武岩 13.85 i 9. 5 i 6. 55 i 1280 裏面も問石、上下はIJfJきお

40 I S D 2 磁層 [llJ :{j 玄武岩 17.71 1014.911347.5 裏面はスリ石

41 I S D 2 III層 住] 石玄武岩 12. 7 10.8 I 6. 5 I 1235. 1 裏面も回 1 

42 I S D 2 謹層上空 1:1I滞積雪 20.6 14.2 ， 9 I 3120 i 
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表 5 出土高器一覧表乏〉

門戸

←-/0一一一



-その他の遺構

南区や中央区の東側で柱穴や Pitを検出した。 Lかし，地LlIが大幅に前られ，深いものでも約15cm

程度しかなし用途については不明である。

註文献

1 生文化の研究j4弥生土器n < 

f2九州地方の弥生土器J 2.い A

〉 金 関 恕 ・ 佐 原 還

とi西新町式土器柳田康雄の土器型式基準 じた。

2 古墳時代の研究j6二i二部器と須;を;器編集 石野博信・岩時卓古・河 t邦彦・府石太一部 f2九

?列、t十引iト、

3 r金;海i忽手良絹望古墳丈イ化七束義大準校f博寺物揺「九16臼1第2お80号号A 三三牛瓦瓦:船衰 (瓦貿)け一J2加00∞O 

4 原の辻遺跡謂査事務所が抹式会社古環境問究jfiに依頼した涼の辻遺跡特定調査におけるプラントー

オパ、 jレ分析2002の資料 している。

参考文献

木器集成i討議 (解説)奈良昌立文化財研究所資料第36罷奈良国立文化財碕究所1993

西新町遺跡国一福岡県福照市平良区;西新所在商事rr蛇遺跡第12次調査報告 2-福両県丈化財調査報告書第157

集福i潟県教育委員会2001

千々賀遺跡一住宅器地造成工事に係る堤蔵文化震調査一

f九州考書学講究j弥生時代議 小田冨士雄学生社版 1983

日;器からみた日韓交渉i武末生社 1991

会 2001

文化論集j下巻 森貞次郎博士古稀記念 「原の辻 1-:層式土器の検討j 高倉洋彰 1982

f患のよと遺跡j涼の辻遺跡発掘調査報告書第11集 長崎県教育委員会 1999
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N. ま とめ

上遺構について

本年度は芦辺町深江鶴亀触字八反地匿の調査を実施し，環濠推定地の確認作業を行った。調査の結二

果3条の濠と 1条の講を検出した。また 3条の濠から出土した遺物は44，008点を数え，溝からは352

点が出土している。以下に各環濠と講の検出状況と時期について説明を加えて行きたい。

SDlは調査中央包の東鎮IJにあり，現状で最大躍が約2.8m，最深が0.8mの顕在ITU字形を呈する。

SDlは丘授の地形に合わせるように丘陵裾の甫鶴から中央部西側へ突きだし110震北京へ折れて丘

援に入り込む。また， j豪は一度埋まった後再度掘り査しを行い，丹塗り土器等を大量に投棄している

状況が確認された。

SD2の濠幅は現状で約 3m，最深約1.5m，調査南誌から北へ湾曲し，調査中央区から調査区外

へ出ていく結果を得られている。接出した譲幅約 3mは， 1豪幅全体を把握する調査区を設定しておら

ずSD2の東西のj豪幅は確認していをいが，過去の試掘調査の結果ではさらに西髄へ3m延びた位置

に濠の立ち上がりが葎認されている。このことから，濠揺は南区で東西約 6mと予測された。また，

SD2はSD3を弱る位置に存在している。この濠iま湧水があって1.Kが常時溜まっていたかあるいは

水炉流れていた状況を想定できる。遺物から判断できることは，水涜による遺物自体の破損またはロー

リング等の状況は見られないといえる。埋まる行程としては， ?豪内の土層から題層の弥生後期の遺物

が出土する時期からしだいに浅くなり， rr層から I層の古墳時代初頭の時期に急激に埋まりだし，大

量の遺物を投棄した状況を示している。

SD3は調査中央区の南西館から調査北区の東関へ徐々に轄を広げながら延びている。課査中央亙

北側での濠の最大幅は約2.5m，最深で約1.2mを測る o S D 3も再度諮り蓋しを行っているが，調査

中央区の中央部から西関付近は，近世から近年にかけての水田耕作により地山富喜lj平の影響を受けて

いる笛所がある O このため濠上部も間接に部平を受けていた。謂査北区は比較的上部の地山部王子を免

れており，掘り蓋し後の投棄土器が多量に残存している状況であった。現存の濠最大幅が約2.8m，

最深が約1.3mを減る o 1豪の断面;まじ字形をしている。なお，譲を検出した上面に焼土の集中笛所を

確認している O

SD4はSDlと切合間採にあり，新!日では SD4がSDlに切られており， S D 4の薄がSDl

より前に掘られていたと言える。 溝の全体については，調査甫区が地UJ揺を部平されていて溝が泊減

L，調査中央区北部については SDlによって切掛されている状況である。現状で確認できた長さが

北東からi葛西へ約8.5m，最大幅は2.3m，最深辻0.4mを測り，新富む字形を呈する O

2.出土遺物について

SDlは弥生時代後期の遺物を中心に出土 L，その遺物点数は7，479立を数える。立層から出土し
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た遺物は，弥生中期の須玖E式の聾形土器や蚕形土器が最も古いが出土数が少ない。これと比較して，

後期の土器は多量に出土している。 後期の墾形土器は，口最部が[く jに頚部で外反し踊長であり，

童形土器は複合口縁に変化していることが特色であると言える O これに加えて，楽浪系の鉢形土器が

出土している。車層iま須玖E式の童形土器が出土するがE層碍様に，弥生後期の土器が態勢を占めて

いる。関として第14毘44の後期3様式註1の[く j字状口縁に凸レンズ状平底の底部をなす棄形土器や

壷形土器では，後期 5様式にあたる直立した口縁部をなす複合口縁壷が出土している。 N層出土の土

器は， l'豪の掘り返し部分から出土した資料である。口縁部は度結的に[く j字に履出し，日需部上位に

最大窪があり底部は平底とした後期 2様式が出土している c

SD2はI麗と E層に吉墳時代初頭s"I2の遺物が大量に出土し，さらに三韓系瓦質土器部が出土して

いる。出土点数は， 19，024点ある。 1I書下から出土の遺物tl:，在地系の斐形土器と外来系の童形土器

がj昆在した状況を呈している。例として，第24国 1・3・4が在地系であり 5・6が外来系である c

また，童形土器は二重口縁の土器が出土している。 n麗は弥生後期 5様式の口縁部が屈出気味で端部

をコ字に締めた斐形土器やタタキを外面に施した第30図40等の土器が出土している。またー方で，波

状沈続、文を配した布留系土器が出土している。三韓系瓦賓土器も E層からの出土である。石器では，

石撃・石氏石舎白石・叩き石・ス 1)石に加え切子玉・人面石等が出土している O 堕層以下は，弥生後期

の 4~5 様式の遺物を中心に出土している。

SD3は弥生時代後期の遺物を中心に弥生中期須玖E式の壷形土器と後期後半の遺物が出土してい

るO 出土点数は17，825点、を数える o 1震は口議端部がコ字形をなし頚部に断面三角形の凸帯を付けた

聾形土器と後期 2様式前半までに見られる丸味のある袋状口縁が第40函6が出土している O 器台では

踊部最小径が上端にあるものが多い。 n層の菱形土器は凸レンズ状と凸レンズ:1犬平底とがあり，口縁

部は「く j字となる。童形土器は，設合口縁の土器と頚部から大きく外反する土器が出土してし崎。

また，ノト形の牽では平底の無形・尖りま等が見られる O そのf也に西灘戸内系の搬入土器片が出土して

いる。亜層辻 2様式前半の童形土器の出土がある。石器では，滑石製の石錘・軽石製の浮き・支部石・

抵石・叩き在・出石・ス 1);石等の生活状況を窺わせる遺物が出土している。

SD4は弥生時代中需の壷彰土器口縁部と後期 3様式後半から 4様式の斐形土器が出土している。

出土量は題端に少なく 406点を数えるにすぎない。石器では結錘車・ス 1)石・叩き石等が出土してい

る。

3.その他

SD1とSD3の擢物珪接体によるプラント・オパール分析量当吉果を報告すると， S D 1は掘り返

しを行っていない濠内覆土の10層にイネのプラント・オパールが5，300橿/gと密度の高い鐘がでて

いる。 SD3は10層から11層の譲内覆土に3，800慣/gの値がでている。また，イネ以外の分類群で

辻， S D 1の掘り返した 3層と 6層の譲内覆土にタケ亜科(おもにメダケ属)を多量に検出している

結果を得られた。
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